






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1946 トルーマン（民主党） －55 －12 分割政府
1950 －29 －6 統一政府
1954 アイゼンハワー（共和党） －18 －1 分割政府
1958 －47 －13 分割政府
1962 ケネディ（民主党） －5 ＋3 統一政府
1966 ジョンソン（民主党） －47 －4 統一政府
1970 ニクソン（共和党） －12 ＋3 分割政府
1974 フォード（共和党） －48 －5 分割政府
1978 カーター（民主党） －16 －3 統一政府
1982 レーガン（共和党） －26 ＋1 分割政府
1986 －5 －7 分割政府
1990 ブッシュ（父）（共和党） －6 －1 分割政府
1994 クリントン（民主党） －54 －9 分割政府
1998 ＋5 0 分割政府
2002 ブッシュ（共和党） ＋8 ＋1 統一政府
2006 －30 －6 分割政府
2010 オバマ（民主党） －63 －6 分割政府
図表１ 戦後米国政治における政権与党の中間選挙結果












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Whites    2010
2006
African 2010
Americans
2006
Hispanics 2010
2006
％DEMOCRAT ％REPUBLICAN ▼
▼
四
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
し
か
し
オ
バ
マ
へ
の
評
価
が
投
票
の
理
由
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
は
、「
考
慮
し
な
か
っ
た
」
が
三
八
％
、「
不
支
持
の
表
明
」
三
七
％
、「
支
持
表
明
」
二
三
％
、
と
態
度
が
分
散
し
て
お
り
有
力
な
要
因
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
民
主
党
大
敗
の
背
景
は
、
出
口
調
査
に
も
あ
る
よ
う
に
景
況
感
、
雇
用
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
オ
バ
マ
政
権
が
実
現
し
た
国
民
皆
保
険
法
案
や
金
融
規
制
改
革
法
案
は
画
期
的
な
成
果
で
あ
り
、
政
策
実
現
能
力
を
証
明
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
民
主
党
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
直
ち
に
雇
用
や
格
差
解
消
に
直
結
す
る
政
策
領
域
で
な
い
た
め
に
オ
バ
マ
の
実
績
が
正
当
な
評
価
や
得
票
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
医
療
保
険
改
革
に
つ
い
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
シ
ン
グ
ル
ペ
イ
ヤ
ー
案
で
は
な
く
中
小
企
業
が
保
険
市
場
を
通
じ
て
、
従
業
員
の
保
険
購
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
選
択
さ
れ
た
。
保
険
業
界
の
ロ
ビ
ー
ス
ト
・
カ
レ
ン
イ
グ
ナ
ニ
や
、
製
薬
業
界
の
ロ
ビ
ー
ス
ト
・
ビ
リ
ー
ト
ー
ザ
ン
か
ら
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
た
た
め
業
界
の
利
害
を
反
映
す
る
改
革
と
の
批
判
も
浴
び
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
皆
保
険
を
実
現
す
る
た
め
の
妥
協
と
駆
け
引
き
は
過
去
の
教
訓
か
ら
学
ん
だ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
も
い
え
る
。
共
和
党
が
結
束
し
て
反
対
す
る
中
で
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
九
日
に
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
没
後
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
上
院
補
欠
選
挙
で
共
和
党
の
ス
コ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
議
席
を
奪
わ
れ
、
民
主
党
は
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
を
阻
止
で
き
る
六
〇
議
席
目
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
上
下
両
院
の
法
案
を
摺
り
寄
せ
再
度
上
院
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
い
、
す
で
に
可
決
さ
れ
て
い
た
上
院
案
を
下
院
に
丸
呑
み
さ
せ
、
下
院
の
修
正
要
求
は
予
算
調
整
法
で
別
途
補
足
す
る
と
い
う
離
れ
業
に
よ
り
三
月
二
一
日
に
国
民
皆
保
険
法
案
は
実
現
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
オ
バ
マ
の
力
量
は
必
ず
し
も
選
挙
に
反
映
さ
れ
ず
、
高
齢
者
の
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
に
は
自
分
の
受
給
す
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
公
的
保
険
で
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
ず
医
療
保
険
改
革
の
す
べ
て
に
反
対
す
る
事
例
も
あ
っ
た
と
い
う（16
）。
今
回
の
中
間
選
挙
で
保
守
派
の
活
力
と
な
っ
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
、
住
宅
ロ
ー
ン
債
務
者
を
救
済
す
る
た
め
の
二
七
五
〇
億
ド
ル
が
法
案
と
さ
れ
た
こ
と
に
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
リ
ッ
ク
サ
ン
テ
リ
が
激
高
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
自
然
発
生
的
に
展
開
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
オ
バ
マ
政
権
の
財
政
赤
字
は
図
表
３
に
も
あ
る
よ
う
に
一
兆
四
〇
〇
〇
億
ド
ル
と
空
前
の
規
模
に
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
、
い
か
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
負
の
遺
産
が
影
響
し
て
い
る
と
し
て
も
容
認
で
き
る
水
準
で
は
な
い
と
い
う
の
が
リ
バ
タ
リ
ア
ン
と
し
て
の
批
判
で
あ
る
。
た
だ
し
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の
調
査
に
よ
れ
ば
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
は
八
六
％
が
初
め
て
政
治
に
関
与
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、
九
〇
年
代
の
草
の
根
保
守
や
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
支
え
た
宗
教
右
派
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
な
い
。
集
団
の
規
模
も
五
一
％
が
五
〇
人
以
下
で
、
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
団
体
は
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
共
和
党
主
流
派
と
の
確
執
も
絶
え
ず
、
上
院
に
お
け
る
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
系
の
候
補
者
も
六
勝
四
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
（
17
）。
二
〇
一
〇
年
の
中
間
選
挙
で
は
〇
六
年
、
〇
八
年
に
初
当
選
し
た
民
主
党
議
員
五
一
人
の
う
ち
一
五
人
し
か
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
な
潮
流
70
71
米国政治における分割政府時代の中間選挙
図
表
3
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
財
政
収
支
の
推
移
（
出
典
：
『
図
説
　
日
本
の
財
政
』
平
成
22
年
度
版
372
頁
）
へ
の
期
待
は
わ
ず
か
四
年
で
厳
し
い
審
判
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
過
去
に
一
期
目
の
中
間
選
挙
で
大
敗
し
、
か
つ
再
選
を
果
た
し
た
例
と
し
て
は
レ
ー
ガ
ン
や
ク
リ
ン
ト
ン
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
ク
リ
ン
ト
ン
の
よ
う
に
中
位
投
票
者
に
戦
略
を
絞
り
、
中
道
右
派
的
政
策
へ
と
転
換
す
る
こ
と
は
オ
バ
マ
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
い
。
ク
リ
ン
ト
ン
は
本
来
ニ
ュ
ー
デ
モ
ク
ラ
ッ
ツ
で
あ
り
政
策
的
に
共
和
党
と
親
和
し
て
い
た
背
景
も
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
の
中
間
選
挙
や
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
が
生
み
出
し
た
政
策
潮
流
が
再
び
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ア
メ
リ
カ
政
治
は
大
き
な
分
水
嶺
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
結
び
に
か
え
て
米
国
政
治
に
お
け
る
分
割
政
府
時
代
の
中
間
選
挙
、
そ
の
象
徴
的
事
例
と
し
て
一
九
九
四
年
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
一
〇
年
を
検
討
し
て
き
た
。
一
九
六
八
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
の
「
第
一
次
分
割
政
府
」
が
南
部
の
変
容
と
現
職
の
優
位
と
い
う
二
つ
の
要
因
か
ら
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
九
四
年
以
降
の
特
徴
は
、
現
職
の
優
位
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
共
和
党
大
統
領
対
民
主
党
議
会
」
と
い
う
通
常
形
態
を
想
定
で
き
な
い
多
様
な
分
割
政
府
の
あ
り
方
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
反
現
職
を
掲
げ
た
新
人
が
短
命
で
あ
る
の
も
近
年
の
特
徴
で
あ
る
。
九
四
年
に
初
当
選
し
た
共
和
党
の
新
人
七
三
人
は
二
〇
〇
六
年
の
時
点
で
二
四
人
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
八
年
に
初
当
選
し
た
民
主
党
議
員
五
一
人
も
二
〇
一
〇
年
の
中
間
選
挙
で
は
一
五
人
し
か
生
き
残
れ
な
か
っ
た
（
18
）。
大
統
領
が
明
確
に
賛
否
を
示
し
た
法
案
が
連
邦
議
会
を
通
過
す
る
割
合
は
、
「
大
統
領
勝
率
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
待
鳥
聡
史
に
よ
れ
ば
両
院
を
政
権
党
が
失
っ
て
い
る
純
粋
な
分
割
政
府
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
七
五
％
、
七
〇
年
代
に
六
〇
％
で
あ
っ
た
大
統
領
勝
率
は
、
九
〇
年
代
に
は
四
八
％
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
三
八
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
と
い
う
。
政
党
内
部
の
凝
集
性
の
高
ま
り
と
、
二
大
政
党
間
の
分
極
化
が
そ
の
原
因
と
さ
れ
る
（
19
）。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
が
既
得
権
益
の
集
合
体
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
勝
利
し
た
保
守
派
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
凝
集
性
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
和
党
が
議
会
の
多
数
と
な
る
こ
と
で
「
民
主
党
議
会
の
も
と
で
の
第
一
次
分
割
政
府
」
と
は
異
な
っ
た
論
理
が
働
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
地
政
学
的
変
化
も
重
要
で
あ
る
。
南
部
の
変
容
、
サ
ン
ベ
ル
ト
の
興
隆
が
「
第
一
次
分
割
政
府
」
や
そ
の
後
の
共
和
党
の
躍
進
に
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、
現
在
進
行
し
て
い
る
変
化
は
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
。
過
去
一
〇
年
の
雇
用
増
加
率
は
全
米
平
均
が
マ
イ
ナ
ス
一
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
テ
キ
サ
プ
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
ス
チ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
な
ど
で
は
、
一
〇
％
を
超
え
る
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
こ
れ
ま
で
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
集
積
し
て
い
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
近
年
で
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
や
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
「
ロ
ー
リ
ー
ダ
ー
ラ
ム
圏
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
（
20
）。
共
和
党
の
地
盤
が
雇
用
・
人
口
増
に
お
い
て
興
隆
す
る
と
も
解
釈
で
き
る
し
、
逆
に
東
部
や
ウ
ェ
ス
ト
コ
ー
72
ス
ト
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
も
つ
人
々
が
流
入
す
る
こ
と
で
支
持
基
盤
そ
の
も
の
が
変
容
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
人
口
構
成
の
推
移
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
台
頭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
親
和
す
る
民
主
党
に
有
利
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
オ
バ
マ
政
権
は
ウ
ォ
ー
ル
街
や
Ｇ
Ｍ
が
救
済
を
見
越
し
て
支
持
を
与
え
た
戦
略
的
投
資
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
り
（
21
）、
大
統
領
個
人
の
社
会
的
属
性
や
民
主
党
議
会
が
直
ち
に
社
会
進
歩
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
二
〇
〇
八
年
に
オ
バ
マ
を
支
え
た
若
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
支
持
が
二
〇
一
〇
年
に
失
速
し
た
の
も
、
民
主
党
を
取
り
巻
く
政
治
力
学
が
多
様
か
つ
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
期
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
や
、
第
一
次
分
割
政
府
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
構
図
は
、
短
期
的
に
は
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
。
人
口
構
成
の
推
移
や
産
業
構
造
・
地
政
学
的
変
化
を
体
現
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
支
え
る
包
括
的
政
策
体
系
が
説
得
力
を
持
っ
た
と
き
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
政
治
的
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
分
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